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否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
質
疑
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

学
校
教
育
に
お
け
る
選
挙
権
年
齢

引
下
げ
へ
の
対
応

問　
選
挙
権
年
齢
が
18
歳
ま
で
広

が
る
こ
と
に
よ
り
、
高
校
で
は
、

主
権
者
教
育
を
し
っ
か
り
進
め
て

い
く
一
方
で
、
政
治
的
中
立
に
配

慮
し
た
対
応
が
必
要
と
考
え
る
が
、

ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

答　
新
た
に
選
挙
権
を
得
る
若
者

に
は
、
社
会
と
政
治
に
関
心
を
持

ち
、
政
府
や
地
域
の
課
題
解
決
方

策
を
判
断
で
き
る
よ
う
な
主
権
者

教
育
が
必
要
で
あ
る
。
一
方
、
教

育
の
政
治
的
中
立
を
確
保
す
る
た

め
、
教
員
に
対
す
る
研
修
の
実
施

も
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
課
題

を
念
頭
に
置
き
、
若

者
が
積
極
的
に
選
挙

権
を
行
使
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

「
山
形
県
新
電
力
」（
仮
称
）の
設
立

問　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活

用
し
た
発
電
事
業
者
か
ら
電
力
を

買
い
取
り
、
地
域
内
外
に
供
給
す

る
「
山
形
県
新
電
力
」（
仮
称
）

の
設
立
に
向
け
た
出
資
者
募
集
の

考
え
方
や
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
ど
う
か
。

答　
会
社
設
立
に
際
し
、
出
資
者

　
５
月
15
日
か
ら
21
日
ま
で
の
７
日
間

の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
議
長
及
び
副
議

長
が
選
ば
れ
、
各
常
任
委
員
会
・
特
別

委
員
会
の
構
成
や
正
副
委
員
長
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
議
会
選
出
の
監
査
委
員
に

森
田
廣
議
員
、
広
谷
五
郎
左
エ
門
議
員

を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
、
専
決
処

分
に
係
る
３
議
案
を
承
認
し
ま
し
た
。

　
６
月
22
日
か
ら
７
月
９
日
ま
で
の
18

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
本
会
議
で

自
由
民
主
党
及
び
県
政
ク
ラ
ブ
に
よ
る

代
表
質
問
、
４
名
の
議
員
に
よ
る
一
般

質
問
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
予
算
特
別
委

員
会
で
の
８
名
の
委
員
に
よ
る
質
疑
や

常
任
委
員
会
で
の
審
査
を
経
た
う
え
で
、

平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
、

知
事
提
出
の
16
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
請
願
は
７
件
上
程
さ
れ
、
１
件
が
採

択
の
う
え
、
意
見
書
と
し
て
発
議
・
可

決
さ
れ
、
６
件
が
継
続
審
査
と
な
り
ま

し
た
。

　
こ
の
他
、
議
員
発
議
に
よ
る
意
見
書

１
件
に
つ
い
て
は
、
賛
成
少
数
に
よ
り

　
第
17
号
は
、
５
月
臨
時
会

及
び
６
月
定
例
会
の
内
容
を

中
心
に
、
４
月
か
ら
７
月
に

か
け
て
の
議
会
活
動
に
つ
い

て
お
伝
え
し
ま
す
。

は
広
く
一
般
か
ら
募
る
の
で
は
な

く
、
県
内
の
主
要
経
済
団
体
の
代

表
に
、
出
資
者
と
な
る
企
業
の
選

定
に
協
力
し
て
も
ら
う
こ
と
を
考

え
て
い
る
。
県
の
新
電
力
構
想
に

賛
同
し
、
利
益
重
視
で
は
な
く
地

域
貢
献
の
視
点
に
立
ち
、
経
営
に

責
任
を
持
て
る
企
業
に
出
資
を
呼

び
掛
け
た
い
。
企
業
選
定
後
、
秋

頃
を
目
途
に
新
会
社
を
設
立
す
る
。

酒
田
港
港
湾
整
備

問　
酒
田
港
が
さ
ら
に
飛
躍
す
る

た
め
に
は
、
企
業
の
設
備
投
資
に

遅
れ
る
こ
と
な
く
施
設
整
備
を
行

い
、
需
要
に
対
応
す
る
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
る
。
今
後
の
施
設
整
備

の
考
え
方
は
ど
う
か
。

答　
酒
田
港
の
更
な
る
利
用
拡
大

を
図
る
た
め
、
特
に
２
つ
の
視
点

か
ら
機
能
強
化
を
進
め
る
。
１
つ

目
は
、
冬
期
航
路
の
信
頼
性
向
上

で
あ
り
、
現
在
、
国
に
お
い
て
防

波
堤
の
延
伸
や
改
良
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。２
つ
目
は
、タ
イ
ム
リ
ー

な
荷
役
機
能
の
強
化
で
あ
り
、
年

内
を
目
途
に
リ
ー
チ
ス
タ
ッ
カ
ー

を
１
台
増
設
し
て
３
台
に
す
る
予

定
で
あ
る
。
今
後
と
も
港
湾
施
設

の
機
能
強
化
に
し
っ
か
り
と
取
り

組
ん
で
い
く
。

蔵
王
温
泉
の
観
光
対
策

問　
蔵
王
山
の
火
口
周
辺
警
報
は

６
月
に
解
除
さ
れ
た
も
の
の
、
宿

泊
者
数
は
前
年
と
比
較
し
て
減
少

し
て
い
る
。
風
評
被
害
の
払
拭
に

向
け
て
、
県
を
挙
げ
た
取
組
み
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
今
後
は
、
安
全
を
前
面
に
出

し
た
情
報
発
信
を
行
い
な
が
ら
、

誘
客
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

具
体
的
に
は
、
リ
フ
ト
や
有
料
道

路
の
無
料
化
の
ほ
か
、
プ
レ
ミ
ア

ム
付
き
旅
行
券
に
蔵
王
特
別
枠
を

設
定
し
、
宿
泊
施
設
の
利
用
促
進

を
図
る
。
さ
ら
に
、
教
育
旅
行
に

つ
い
て
は
、
首
都
圏
や
関
西
圏
の

旅
行
業
者
を
招
い
て
、
現
地
の
安

全
を
直
接
確
認
し
て
も
ら
う
ツ

ア
ー
を
実
施
す
る
な
ど
、
県
外
で

の
招
致
活
動
を
強
化
し
て
い
く
。

農
業
農
村
整
備
事
業
の
推
進

問　
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
に
係

る
平
成
27
年
度
の
国
の
予
算
配
分

が
非
常
に
窮
屈
に
な
っ
て
お
り
、

特
に
農
業
水
利
施
設
の
長
寿
命
化

対
策
な
ど
の
事
業
予
算
が
減
少
し

て
い
る
と
聞
く
が
、
今
後
県
と
し

て
ど
う
対
応
す
る
考
え
か
。

答　
政
府
に
対
し
て
は
、
計
画
的

に
執
行
可
能
な
通
常
予
算
を
拡
大

す
る
と
と
も
に
、
当
面
の
不
足
分

に
つ
い
て
は
補
正
予
算
で
補
填
す

る
よ
う
要
請
し
て
い
る
。
引
き
続

き
、
県
内
の
関
係
機
関
・
団
体
と

の
連
携
は
も
と
よ
り
、
全
国
的
な

動
き
と
歩
調
を
合
わ
せ
な
が
ら
、

必
要
な
予
算
確
保
に
向
け
各
方
面

に
強
力
に
働
き
か
け
て
い
く
。

建
設
業
の
若
手
技
術
者
の
育
成

問　
県
内
の
建
設
業
者
は
県
民
生

活
や
地
域
社
会
の
基
盤
を
支
え
る

役
割
を
担
う
が
、
昨
今
の
建
設
投

資
額
の
減
少
に
伴
い
、
若
い
世
代

が
減
少
し
て
し
ま
っ
た
と
聞
く
。

若
手
技
術
者
の
育
成
・
確
保
に
ど

う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　
平
成
27
年
度
か
ら
若
手
技
術

者
の
育
成
の
た
め
の
モ
デ
ル
工
事

を
全
国
に
先
駆
け
て
試
行
す
る
。

ま
た
、
一
級
土
木
施
工
管
理
技
士

の
資
格
取
得
の
た
め
の
講
習
会
の

開
催
や
、
若
手
や
女
性
に
大
型
免

許
等
を
取
得
さ
せ
る
企
業
の
支
援

を
行
う
。
さ
ら
に
は
、
県
立
産
業

技
術
短
期
大
学
校
へ
の
土
木
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
科
（
仮
称
）
の
設

置
に
向
け
、
検
討
を
進
め
て
い
る
。

自由民主党
佐藤　藤彌 議員
（酒田市・飽海郡選挙区）

　県議会では、議会の活動状況等を情報発信する広報機能 
と、県民の皆さんのご意見を議会活動に反映するために広
く意見を聴く広聴機能を充実させるため、「広報・広聴委
員会」を設置し、「開かれた県議会」の一層の推進に取り
組んでいます。
　委員会では、この「県議会やまがた」の編集方針も検討
しており、今年度も、県民の皆さんに県議会に対するご理
解をさらに深めていただけるような紙面づくり・情報提供
に努めていきます。

（委員会のメンバー）
前列左から　能登淳一委員、
青柳安展副委員長、佐藤昇
委員長、山科朝則委員
後列左から　佐藤聡委員、
矢吹栄修委員、青木彰榮
委員、渋間佳寿美委員

平成27年度広報・広聴委員会の紹介

新正副議長の紹介

　今後一層の開かれた
議会、提言する議会、
活動する議会を目指し
議長を補佐して、県民
の皆さんに、その責務
を果たしてまいります。

　地方創生元年であり、 
県民の側から提言する
議会として、県民の皆
さんが誇りに思える山
形を築くため誠心誠意
取り組んでまいります。

第60代　副議長
い とう しげ なり

伊 藤　重 成
最上郡選挙区選出
（自由民主党）

第31代　議長
の がわ まさ ふみ

野 川　政 文
東根市選挙区選出
（自由民主党）
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